
生
い
た
ち
と
修
学
時
代

下
村
孝
太
郎
は
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
、
熊
本
藩

の
士
族
の
家
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七
)
、

京
都
で
死
去
し
た
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
九
月
、

十
一
歳
の
と
き
、
細
川
侯
の
創
立
に
か
か
る
熊
本
洋

学
校
に
入
学
し
、
明
治
九
年
八
月
に
卒
業
し
た
。
下

村
は
そ
こ
で
初
め
て
西
洋
人
と
科
学
と
キ
リ
ス
ト
教

に
接
し
た
。
そ
こ
で
の
教
師
ウ
エ
ス
ト
.
ポ
イ
ン

ヲ
メ
リ
カ
の
陸
軍
士
官
学
校
)
出
身
の
砲
兵
大

ト尉
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
合
.
一
.
〕
§
m
、
]
器
,
邑
0
)
が
、

十
代
前
半
の
下
村
に
与
え
た
影
響
は
、
の
ち
に
接
し

て
い
る
こ
と
を
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

か
ら
、
十
代
の
少
年
と
し
て
は
卓
抜
し
た
洞
察
と
い

わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
積
極
的
に
漢
学

の
廃
止
を
勧
め
、
一
方
、
漢
学
塾
の
教
師
は
、
洋
学

校
に
通
い
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
き
始
め
た
下
村
を
嫌
っ

た
の
で
、
下
村
は
漢
学
を
放
棄
す
る
。
幕
末
に
育
っ

た
新
島
は
志
を
述
べ
た
漢
詩
を
多
く
作
っ
た
が
、
青

少
年
時
代
に
英
語
と
英
米
文
化
に
浸
っ
て
育
っ
た
下

村
は
、
志
を
述
べ
る
に
も
英
文
を
用
い
た
(
米
国
留

学
時
代
の
↓
=
ゆ
ン
一
ヨ
0
{
子
一
瀞
)
。
晩
年
も
折
々

の
所
感
を
英
詩
に
詩
作
し
た
。

明
治
九
年
秋
、
い
わ
ゆ
る
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人
と

し
て
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。
神
戸
ま
で
同
行

し
た
浮
田
和
民
(
一
八
五
九
1
一
九
四
五
後
年
、

早
稲
田
大
学
教
授
法
学
博
士
)
は
の
ち
に
下
村
の

妹
と
結
婚
す
る
。

十
五
歳
で
同
志
社
に
入
学
し
て
ま
も
な
く
、
下
村

は
新
島
宅
を
訪
う
た
。
対
話
の
後
、
新
島
は
下
村
を

散
歩
に
誘
い
、
猟
銃
を
携
え
て
近
く
の
牧
場
に
入
っ

た
。
そ
こ
で
一
羽
の
山
鳩
を
射
止
め
、
こ
れ
を
ポ
ケ

ツ
ト
に
入
れ
て
牧
場
を
出
よ
う
と
し
た
と
き
、
大
き

な
牛
が
突
進
し
て
き
た
。
新
島
は
ま
ず
下
村
を
棚
外

に
出
し
、
自
身
は
後
に
の
こ
り
、
あ
れ
こ
れ
牛
を
す

か
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
棚
外
に
出
た
。
汗
を
拭
お
う

た
同
志
社
の
新
島
襄
や
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
そ
れ
よ
り
遥

か
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
晩
年
、
次
の
よ
う
な

興
味
あ
る
誓
を
し
て
い
る
二
そ
の
時
代
は
士
族
の

青
年
と
し
て
仏
法
に
傾
き
た
る
人
は
甚
だ
稀
に
し

て
、
耶
蘇
教
を
信
ぜ
し
も
、
そ
の
強
烈
な
る
所
す
な

わ
ち
か
の
革
命
的
精
神
に
心
酔
せ
し
場
合
多
く
し
と

2

い
う
の
で
あ
る
。
ジ
エ
ー
ン
ズ
の
熊
本
洋
学
校
で
の

感
化
力
は
、
ク
ラ
ー
ク
の
札
幌
農
学
校
で
の
そ
れ
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
多
く
の
人
材
を
出
し
た
点
で

も
、
両
校
に
優
劣
を
つ
け
に
く
い
。
し
か
も
下
村
は
、

そ
の
キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
の
学
問
が
深
く
か
か
わ
っ

同志社人物誌(67)
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一
.

.

一
"

一

゛

全

同
志
社
英
学
校
は
実
質
的
に
神
学
校
で
あ
り
、
熊

本
バ
ン
ド
の
友
人
は
牧
師
に
な
っ
た
も
の
が
多
い

下
村
は
恐
ら
く
砲
兵
大
尉
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
影
響

.
)
、
力で
あ
ろ
う
が
、
科
学
に
ょ
り
多
く
の
興
味
を
感
じ
、

明
治
十
八
年
、
私
費
で
渡
米
し
て
、
日
本
人
の
あ
ま

り
行
か
な
い
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
州
の
ウ
ー
ス
タ
ー
エ

科
大
学
化
学
科
に
入
学
し
、
 
W
.
m
n
.
を
取
得
し
た
。

下
村
の
化
学
技
術
者
と
し
て
の
一
生
の
基
礎
は
こ
こ

で
培
わ
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
二
十
二
年
、
ジ
ョ
ン
ズ
.

ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
大
学
院
に
進
学
し
、
レ
ム
ゼ
ン

令
岳
刈
ゆ
誘
曾
、
易
=
1
]
心
§
に
師
事
し
て
有
機
化

学
を
専
攻
し
た
が
、
一
年
足
ら
ず
で
新
島
に
ょ
っ
て

京
都
に
呼
び
戻
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
立
と
廃
校

.
ノ
一

そ
れ
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
実
業
家
ハ
リ
ス
の
十
万

ド
ル
の
寄
付
に
ょ
っ
て
、
同
志
社
に
理
化
学
校
を
設

立
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
下
村
は
設
立
を
準
備
し
、

教
頭
兼
化
学
教
授
と
し
て
教
育
に
当
た
っ
た
。
明
治

二
十
三
年
創
立
の
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
、
日
本
最
初

の
私
学
の
科
学
高
等
教
育
機
関
と
し
て
世
人
の
注
目

4

を
集
め
た
た
。
実
質
的
に
は
化
学
の
学
校
で
、
下
村

が
唯
一
の
化
学
教
授
だ
っ
た
。
京
都
大
学
は
ま
だ
存

在
せ
ず
、
官
立
の
第
三
高
等
中
学
校
が
京
都
に
移
っ

と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
た
と

こ
ろ
、
山
鳩
の
血
が
っ
い
て
い
た
の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
戻
し
た
。
下
村
は
新
島
が
身
を
も
っ
て
自
分
を
庇

つ
て
く
れ
た
こ
と
を
徳
と
し
な
が
ら
も
、
山
鳩
の
血

痕
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後
日
も
新
島
へ
の
尊

敬
の
念
と
と
も
に
、
そ
れ
へ
の
一
っ
の
障
害
と
な
っ

た
と
、
自
伝
的
要
素
を
含
む
晩
年
の
著
作
、
『
我
が
宗

3

教
観
』
で
述
懐
し
て
い
る
。

.

Y
'

て
き
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
六
年
、
下
村
は
ハ
リ
ス
理
化
学
校
検
査

部
を
設
け
て
、
化
学
分
析
に
ょ
っ
て
工
業
材
料
、
製

口
叩
、
食
口
叩
、
飲
料
水
の
検
査
か
ら
、
法
医
学
的
検
査

ま
で
お
こ
な
い
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
じ
た
。
日

本
で
民
問
レ
ベ
ル
で
の
こ
の
種
の
試
験
所
の
最
初
の

も
の
で
あ
ろ
う
。

理
化
学
校
設
立
の
翌
年
、
下
村
は
京
都
府
知
事
、

北
垣
国
道
(
一
八
一
六
1
 
九
一
六
、
の
ち
に
男
爵
、

貴
族
院
議
員
、
枢
密
顧
問
官
)
の
長
女
と
結
婚
し
た
。

ち
な
み
に
次
女
の
配
偶
者
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
二

十
三
年
、
琵
琶
湖
疏
水
を
完
成
さ
せ
、
日
本
最
初
の

水
力
発
電
事
業
を
起
こ
し
た
士
木
工
学
者
田
辺
朔

一
八
六
一
 
1
 
一
九
四
四
後
年
、
東
京
大
学
工

郎科
大
学
長
)
で
あ
る
。
こ
の
縁
組
か
ら
み
て
も
、

ハ

リ
ス
理
化
学
校
教
頭
下
村
の
地
位
と
人
物
が
い
か

に
高
く
評
価
さ
れ
た
か
が
、
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
明
治
二
十
九
年
、
下
村
は
ハ
リ
ス
理
化
学

校
を
辞
職
し
た
。
下
村
に
ょ
れ
ば
「
該
校
維
持
法
に

5

つ
き
同
志
社
理
事
と
意
見
合
わ
ず
し
と
い
う
。
中
心

人
物
を
失
っ
た
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
翌
年
廃
校
と
な

つ
た
。
設
立
費
と
維
持
費
の
す
べ
て
を
、
外
国
の
個

人
の
寄
付
に
頼
ろ
う
と
し
た
甘
さ
と
脆
さ
を
露
呈
し

た
も
の
と
い
ぇ
よ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
私
立
大
学
令

ジョンズ・ホプキンズ大学大学院留学時代の下村孝太郎(左端)

一{^

126

..ー、、

.,/フ、"ー
ノ^



の
は
る
か
以
前
で
あ
っ
た
か
ら
、

ル
の
内
容
を
作
っ
た
と
し
て
も
、

の
資
格
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

ぎ
た
企
画
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

工
業
界
入
り
に
際
し
て
の
信
条

伺
志
社
教
授
を
辞
任
し
た
下
村
は
、
化
学
工
業
を

興
す
こ
と
を
決
意
す
る
。
と
き
に
三
十
五
歳
。
そ
れ

は
有
機
化
学
で
あ
る
こ
と
、
本
邦
最
初
の
事
業
で
あ

る
こ
と
、
他
人
の
事
業
に
立
ち
入
ら
ぬ
こ
と
、
自
ら

工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
い
う
信
条
を
立
て
た
。
そ

の
結
果
選
ん
だ
の
が
副
産
物
を
回
収
す
る
石
炭
乾

留
工
業
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ク
ス
だ
け
を
取
り
、
ガ
ス

も
タ
ー
ル
も
消
失
す
る
当
時
の
炉
で
は
不
経
済
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
タ
ー
ル
か
ら
の
合
成
染

料
製
造
が
最
終
的
な
目
標
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

大
阪
の
実
業
家
外
山
修
造
(
一
八
四
二
1
一
九

ニ
ハ
)
が
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、
明
治
二
十
九
年
、
大

阪
舎
密
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
同
年
、
下
村

は
技
師
長
と
し
て
調
査
の
た
め
欧
米
に
赴
い
た
。
当

時
は
世
界
的
に
み
て
も
、
副
産
物
回
収
式
コ
ー
ク
ス

炉
は
始
ま
っ
た
ぱ
か
り
で
、
製
鉄
事
業
の
盛
ん
な
米

国
で
さ
え
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ズ
に
米
国
唯
一
の
副
産
物

回
収
式
の
セ
メ
・
ソ
ル
ヴ
ェ
ー
式
十
二
炉
一
連
が
一

た
と
え
大
学
レ
ベ

卒
業
生
は
大
学
卒

要
す
る
に
、
早
す

年
前
か
ら
試
験
的
に
運
転
を
開
始
し
た
ぱ
か
り
だ
っ

た
。
下
村
は
こ
れ
を
見
学
し
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ

に
渡
り
、
数
社
と
折
衝
し
た
結
果
最
も
友
好
的
だ

つ
た
べ
ル
ギ
ー
の
セ
メ
・
ソ
ル
ヴ
エ
ー
社
の
方
式
を

採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
邦
初
の
副
産
物
回
収
コ
ー
ク
ス
炉
の
建
造

資
本
金
二
十
万
円
を
投
じ
た
こ
の
事
業
が
、
外
国

人
技
術
者
の
手
を
借
り
ず
に
、
果
た
し
て
成
功
で
き

る
か
と
、
官
立
機
関
の
あ
る
技
術
者
は
疑
っ
た
。
こ

れ
を
き
い
た
下
村
は
、
外
国
人
を
雇
う
な
ら
自
分
は

辞
任
す
る
。
あ
く
ま
で
独
力
で
建
造
し
運
転
し
た
い

と
社
長
に
申
し
出
た
。
機
械
や
耐
火
煉
瓦
は
べ
ル
ギ

1
製
を
使
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
築
造
が
不
完
全
で

あ
る
か
ま
た
は
操
作
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ン
ト

全
体
が
爆
発
す
る
恐
れ
は
十
分
に
あ
っ
た
。
下
村
は

二
千
円
の
生
命
保
険
に
入
っ
て
家
族
の
た
め
万
一
にι

備
え
、
文
字
ど
お
り
生
命
を
賭
け
一
世
一
代
の
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

明
治
三
十
一
年
(
一
八
九
八
)
十
一
月
、
大
阪
西

区
(
現
、
此
花
区
)
川
岸
町
で
セ
メ
・
ソ
ル
ヴ
エ

式
十
六
炉
一
連
の
運
転
は
開
始
さ
れ
昭
和
五
年
ま

で
三
十
二
年
間
連
続
作
業
す
る
と
い
う
抑
か
し
い
成

果
を
あ
げ
た
。
運
転
開
始
と
と
も
に
、
生
じ
た
副
産

,

ー
.
、

冷
牛
・

▲

物
の
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら
肥
料
用
の
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
を
製
造
し
た
。
こ
れ
は
本
邦
初
の
硫
酸
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
の
大
規
模
生
産
で
あ
っ
た
。
大
阪
舎
密
工
業
は

さ
ら
に
五
炉
を
追
加
建
造
し
た
。

明
治
三
十
八
年
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
長
官
、
中
村

雄
次
郎
陸
軍
中
将
(
一
八
五
二
1
一
九
二
八
)
が
視

察
に
き
て
下
村
の
技
術
の
好
成
績
に
目
を
つ
け
、
製

月
Y
 
訓

冒
,

.
犀
懲

ー
」

邸
創
昆
、

コ

,'ウ1 ー"^

下村孝太郎が建造した日本最初の副産物
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鉄
所
に
も
同
型
の
炉
を
建
造
す
る
こ
と
を
依
頼
し

た
。
日
露
戦
争
が
起
こ
り
海
軍
用
の
練
炭
の
た
め
の

ピ
ツ
チ
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
下
村
は
明
治

四
十
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
百
五
十
炉
を
建
設

し
た
。
副
産
物
を
販
売
し
た
た
め
コ
ー
ク
ス
製
造
費

6

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
鋳
鉄
の
生
産
費

を
下
げ
、
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一
 
0
)
に
は
創
業

以
来
初
め
て
黒
字
に
転
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
幡

の
コ
ー
ク
ス
製
造
を
指
導
し
た
下
村
の
技
術
は
、
全

国
の
コ
ー
ク
ス
エ
業
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
後
副
産
物
回
収
コ
ー
ク
ス
炉
は
各
地
に
建
設
さ

れ
、
大
正
十
四
年
に
は
一
 
0
0
0
炉
も
存
在
す
る
に

7

至
っ
た
。

副
産
物
の
う
ち
ガ
ス
と
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
は
そ

食
い
、
コ
ー
ク
ス
や
タ
ー
ル
を
吐
き
出
す
活
き
た
動

物
で
あ
る
。
こ
れ
を
作
る
技
術
者
は
、
い
わ
ば
神
の

よ
う
な
も
の
、
造
物
主
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
新

た
に
物
を
作
り
、
そ
れ
に
魂
を
吹
き
こ
ん
で
後
世
に

8

残
す
こ
と
ほ
ど
楽
し
い
も
の
は
な
い
。

下
村
式
石
炭
低
温
乾
留
法

副
産
物
回
収
炉
は
普
通
の
平
窯
と
違
い
、
原
料
に

圧
力
が
か
か
る
の
で
、
こ
の
炉
さ
え
作
れ
ぱ
良
質
の

コ
ー
ク
ス
が
得
ら
れ
る
と
、
初
め
下
村
は
考
え
た
。

し
か
し
硫
黄
分
の
小
ノ
な
い
堅
い
コ
ー
ク
ス
は
で
き
な

か
っ
た
。
炉
の
構
造
よ
り
も
原
料
炭
の
良
否
が
肝
心

で
あ
る
こ
と
を
下
村
は
悟
っ
た
。
当
時
は
軍
の
方
針

で
国
産
炭
し
か
使
え
な
か
っ
た
の
で
、
下
村
は
国
産

炭
の
配
合
技
術
の
開
発
に
苦
心
し
、
つ
ぃ
に
輸
入
品

に
ま
さ
る
高
品
位
の
鋳
物
用
の
コ
ー
ク
ス
(
企
口
密
コ

ー
ク
ス
)
の
製
造
に
成
功
し
た
の
は
、
運
転
開
始
か

9

ら
数
年
も
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
セ
メ
.
ソ
ル
ヴ
ェ

1
炉
を
独
力
で
導
入
し
た
だ
け
で
は
誇
る
に
足
り
な

下
村
の
真
骨
頂
は
日
本
の
与
え
ら
れ
た
条
件
下

)
0
しで
、
良
質
の
国
産
コ
ー
ク
ス
を
作
り
出
し
た
こ
と
で

あ
る
。そ
れ
は
低
温
乾
留
(
当
時
ま
だ
こ
の
用
語
は
な
か

つ
た
)
に
ょ
る
コ
ー
ラ
イ
ト
(
半
成
コ
ー
ク
ス
)
の

タ
ー
ル
蒸
留
業

技
術
者
は
造
物
主

八
幡
製
鉄
所
で
セ
メ
・
ソ
ル
ヴ
ェ
ー
炉
を
建
造
中
、

夜
の
仮
事
務
所
で
の
技
術
者
た
ち
の
雑
談
の
中
で
、

技
術
者
の
地
位
が
文
官
や
軍
人
よ
り
も
低
い
と
い
う

強
い
不
平
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
下
村
は
次
の
よ

う
に
述
べ
た
と
い
う
。
技
術
者
の
地
位
が
低
い
の
は
、

日
本
が
ま
だ
文
化
国
で
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
地
位

や
名
誉
を
考
え
る
の
は
真
の
技
術
者
で
は
な
い
。
技

術
は
学
問
と
同
じ
く
そ
れ
自
身
神
聖
な
も
の
で
あ

る
。
い
ま
我
々
が
作
っ
て
い
る
こ
の
炉
は
、
石
炭
を

工
業
界
に
在
籍
の
ま
ま
同
志
社
社
長
に
就
任

明
治
三
十
七
年
四
十
四
歳
の
と
き
、
大
阪
舎
密
工

業
に
在
籍
の
ま
ま
同
志
社
社
長
(
現
在
の
総
長
)
に1

選
挙
せ
ら
れ
、
二
年
間
勤
め
た
。
明
治
三
十
八
年
に

は
、
大
阪
舎
密
工
業
取
締
役
に
就
任
し
て
ぃ
る
。

製
法
と
そ
の
配
合
に
結
実
し
た
。
 
X
炭
法
と
よ
ぱ
れ

る
こ
の
特
許
は
明
治
四
十
一
年
(
一
九
0
八
)
に
取

得
さ
れ
た
。
そ
れ
は
数
種
の
有
煙
炭
を
四
0
0
1
六

0
O
C
に
熱
し
て
コ
ー
ラ
イ
ト
を
作
り
、
そ
れ
を
一

五
1
四
0
%
の
割
合
で
有
煙
炭
と
配
合
し
、
-
 
0
0

0
1
 
三
0
0
て
で
良
質
の
コ
ー
ク
ス
を
得
る
方
法

で
あ
っ
た
。
劣
等
な
原
料
か
ら
良
質
の
コ
ー
ク
ス
を

得
る
こ
の
方
法
は
昭
和
四
年
、
北
海
道
の
製
鉄
所
で

も
採
用
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
の
困
難
な
原
料
事
情

で
の
操
業
を
も
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に
現
代
の
成
形

炭
配
合
コ
ー
ク
ス
技
術
に
も
受
け
つ
が
れ
て
ぃ
る
。

下
村
が
コ
ー
ラ
イ
ト
を
得
る
た
め
に
始
め
た
石
炭

の
低
温
乾
留
は
、
液
体
燃
料
を
得
る
方
法
で
も
あ
っ

た
。
後
年
は
こ
の
面
で
大
い
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
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の
ま
ま
製
品
と
な
っ
た
が
、
タ
ー
ル
は
軽
油
、
重
油
、

ピ
ッ
チ
に
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
村
が
タ
ー

ル
の
蒸
留
事
業
に
着
手
し
た
の
は
明
治
三
十
八
年
で

あ
る
。
明
治
四
十
年
に
は
、
純
白
の
ナ
フ
タ
リ
ン
を

大
量
に
商
品
化
し
た
。
下
村
は
し
か
し
軽
油
か
ら
べ

ン
ゾ
ー
ル
を
採
取
す
る
よ
り
も
、
直
接
ガ
ス
か
ら
採

取
す
る
ほ
う
が
利
益
が
あ
る
と
信
じ
、
大
正
四
年
、

ソ
ル
ヴ
エ
ー
式
の
べ
ン
ゾ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
を
建
て
、

九
0
%
の
べ
ン
ゾ
ー
ル
、
ソ
ル
ベ
ン
ト
ナ
フ
サ
の
販

売
を
始
め
た
。
ガ
ス
か
ら
べ
ン
ゾ
ー
ル
を
回
収
し
た

の
は
、
こ
れ
が
日
本
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ス
業

大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
の
創
業
は
大
阪
舎
密
工
業
と

同
じ
く
明
治
二
十
九
年
で
あ
る
が
、
実
際
の
営
業
は

三
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
下
村
は
工
場
監
督
と
な

つ
て
ガ
ス
製
造
を
引
き
受
け
、
明
治
四
十
年
、
技
師

長
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
、
大
阪
瓦
斯
社
長
の

依
頼
に
ょ
り
、
大
阪
舎
密
工
業
の
余
剰
ガ
ス
を
導
管

で
毎
日
五
八
0
O
S
八
五
0
0
.
m
を
送
っ
た
。
コ
ー

ク
ス
事
業
と
ガ
ス
事
業
を
連
絡
さ
せ
た
の
は
、
こ
れ

が
最
初
で
あ
る
。
両
社
は
大
正
十
四
年
に
合
併
し
た
。

木
材
防
腐
業

前
述
の
よ
う
に
八
幡
製
鉄
所
で
百
五
十
炉
を
建
造

し
た
と
き
、
タ
ー
ル
蒸
留
設
備
も
作
っ
た
が
、
製
鉄

所
で
は
当
時
の
海
軍
の
燃
料
で
あ
っ
た
練
炭
製
造
の

た
め
の
ピ
ッ
チ
だ
け
を
必
要
と
し
、
タ
ー
ル
の
約
四

割
を
占
め
る
タ
ー
ル
油
の
処
楓
に
窮
し
た
製
鉄
所
長

官
か
ら
下
村
に
相
談
が
あ
っ
た
。
下
村
は
大
胆
に
も

こ
れ
を
引
き
取
る
長
期
契
約
を
結
ん
だ
。
引
き
取
っ

た
以
上
は
こ
れ
を
利
用
し
な
い
と
身
の
破
滅
と
な
る

の
で
、
タ
ー
ル
油
か
ら
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
を
抽
出
し
、

木
材
防
腐
用
に
す
る
た
め
、
大
阪
瓦
斯
の
協
力
を
得

て
、
明
治
三
十
九
年
に
東
洋
木
材
防
腐
株
式
会
社
を

創
立
し
た
。

実
験
故
に
よ
り
失
明

合
成
染
料
へ
の
関
心

大
正
三
年
、
第
一
次
大
戦
が
お
こ
る
と
、
ド
イ
ツ

か
ら
の
染
料
輸
入
が
途
絶
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

稲
畑
勝
太
郎
(
一
八
六
二
1
一
九
四
九
。
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
し
て
染
色
技
術
を
学
ん
だ
。
当
時
、
大
阪
商

業
会
議
所
副
会
頭
)
の
勧
め
も
あ
っ
た
の
で
、
下
村

は
十
三
年
前
の
ナ
フ
タ
レ
ン
染
料
の
実
験
を
再
び
自

宅
で
お
こ
な
っ
た
。
八
月
の
暑
気
と
一
日
大
阪
で
働

い
た
あ
と
の
疲
労
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
に
帰
宅

し
た
の
ち
、
夜
九
時
頃
、
硫
酸
硝
酸
ナ
フ
タ
レ

ン
を
配
合
し
加
熱
中
、
突
然
爆
発
し
混
酸
を
顔
面
に

浴
び
た
。
数
週
問
後
火
傷
は
治
っ
た
が
、
両
眼
は

「
物
の
輪
郭
は
見
え
ざ
れ
ど
、
お
ぽ
ろ
に
黒
白
を
判
ち

Ⅱ

得
る
L
状
態
と
な
っ
た
。
五
十
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。

下
村
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ポ
プ
キ
ン
ズ
に
留
学
中
、
レ

ム
ゼ
ン
教
授
の
指
示
に
ょ
り
イ
ン
ジ
ゴ
合
成
の
歴
史

を
調
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
以
来
染
料
合

成
に
興
味
を
も
ち
、
有
機
化
学
の
応
用
は
染
謎
造

と
薬
品
製
造
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
大
阪
瓦
斯
は

染
料
の
原
料
と
な
る
ナ
フ
タ
レ
ン
を
大
量
に
製
造
し

て
い
た
の
で
、
明
治
二
十
五
年
、
自
宅
で
こ
れ
を
使

つ
て
硫
化
染
料
を
試
作
し
た
。

推
薦
に
よ
る
工
学
博
士
学
位

大
正
四
年
、
工
学
博
士
会
推
薦
に
ょ
り
工
学
博
士

を
授
与
さ
れ
た
。
明
治
三
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た
学

位
令
の
、
「
博
士
会
に
お
い
て
学
位
を
授
く
べ
き
学
力

あ
り
と
認
め
ら
れ
た
る
者
L
 
と
い
う
規
定
に
ょ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
工
部
大
学
校
ま
た
は
東
京
大
学
で
学

ば
ず
、
外
国
の
大
学
で
学
ん
で
こ
の
学
位
を
授
け
ら

れ
た
四
人
の
一
人
で
あ
り
、
工
学
博
士
と
し
て
異
色
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の
存
在
で
あ
る
。
な
お
昭
和
八
年
に
は
母
校
ウ
ー
ス

タ
ー
エ
科
大
学
か
ら
名
誉
工
学
博
士
を
贈
ら
れ
て
い

る
。合

成
染
料
業

事
故
の
後
下
村
は
、
大
阪
瓦
斯
の
副
技
師
長
、

好
久
太
郎
(
一
八
七
二
1
一
九
三
四
製
鉄
所
で
下

村
が
タ
ー
ル
回
収
式
コ
ー
ク
ス
炉
建
造
の
指
導
を
し

た
人
。
工
学
博
士
)
と
と
も
に
、
大
阪
瓦
斯
の
工
場

3

の
一
隅
を
借
り
て
、
自
宅
の
設
備
を
移
し
、
自
己
資

本
を
投
じ
て
そ
の
染
料
を
製
造
し
、
「
シ
ミ
ア
ン
・
プ

ラ
ッ
ク
、
(
下
村
・
三
好
の
頭
文
字
か
ら
命
名
)
と
し

て
市
販
し
た
。
す
で
に
染
料
の
輸
入
は
途
絶
え
て
い

た
の
で
、
こ
れ
は
相
当
の
利
益
を
上
げ
た
。
そ
れ
を

ま
た
設
備
の
拡
張
に
用
い
、
他
の
染
料
を
も
製
造
し

た
。
こ
れ
を
見
て
大
阪
舎
密
工
業
か
ら
も
染
料
製
造

の
指
導
を
要
請
し
て
き
た
の
で
、
同
社
が
大
量
に
製

造
し
て
い
た
べ
ン
ゾ
ー
ル
か
ら
ア
ニ
リ
ン
及
び
ア
ニ

リ
ン
ソ
ル
ト
の
製
造
を
始
め
た
。
以
上
は
日
本
最
初

N

の
有
機
合
成
染
料
の
工
業
的
製
造
で
あ
っ
た
。

大
正
五
年
(
九
一
六
)
、
政
府
が
配
当
を
保
証
す

る
国
策
会
社
、
日
本
染
料
製
造
株
式
会
社
が
大
阪
舎

密
工
業
と
隣
接
し
て
、
西
区
(
現
、
此
花
区
)
春
日

出
町
と
川
岸
町
に
跨
が
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
き
、
最

0
-

適
の
人
物
と
し
て
技
師
長
就
任
を
要
諸
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
な
活
動
に
ょ
る
。
眼
が
不

自
由
な
た
め
固
辞
し
た
が
、
周
囲
の
強
い
要
望
の
た

め
結
局
受
諾
し
た
。
日
本
染
料
は
下
村
の
指
導
の
下

に
大
阪
舎
密
工
業
の
ア
ニ
リ
ン
エ
場
と
大
阪
瓦
斯
の

染
料
工
場
を
買
収
し
て
、
そ
の
製
造
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
ぎ
、
八
幡
製
鉄
所
か
ら
の
タ
ー
ル
分
留
品
を
主

原
料
と
し
て
、
助
剤
、
中
間
物
か
ら
染
料
ま
で
一
貫

し
た
工
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。
し
か
し
眼
の
回
復

が
は
か
ぱ
か
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
大
正
七
年
二
月
、

辞
任
し
て
技
術
顧
問
と
な
っ
た
。
技
師
長
は
三
好
久

太
郎
が
継
い
だ
。
そ
の
一
年
半
の
間
に
製
造
し
た
染

料
は
、
コ
ン
ゴ
ー
レ
ッ
ド
、
ベ
ン
ゾ
。
ハ
ー
プ
リ
ン
、

ロ
ー
ダ
ミ
ン
B
、
ク
リ
ソ
フ
エ
ニ
ン
な
ど
十
四
品
目
、

そ
の
量
は
二
百
四
十
ト
ン
で
、
そ
の
中
ア
ニ
リ
ン
ソ

ル
ト
が
七
0
%
、
硫
化
染
料
が
二
0
%
で
あ
っ
た
。

ま
た
中
間
物
、
助
剤
は
石
炭
酸
硫
酸
な
ど
十
九
品

巧

目
を
数
え
た
。
こ
の
会
社
は
昭
和
十
九
年
、
住
友
化

学
と
合
併
し
、
有
機
化
学
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
大
大
正
十
二
年
、
下
村
は
大
阪
舎
密
工
業
の
社
長
に

就
任
し
、
十
四
年
に
は
大
阪
瓦
斯
と
合
併
し
た
。
十

二
年
に
は
東
洋
木
材
防
腐
株
式
会
社
会
長
に
就
任
し

た
。

1
 
Ξ
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
ー

化
学
工
学
へ
の
早
い
目

同
志
社
の
下
村
文
書
の
中
に
「
化
学
工
学
」
と
題

す
る
毛
筆
の
自
筆
草
稿
八
十
八
葉
が
あ
る
。
表
題
の

横
に
「
明
治
三
十
六
年
一
月
起
草
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
化
学
工
学
の
開
拓
者
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
(
0
.
則

口
山
ぐ
一
仂
、
易
器
,
崟
念
)
の
辻
爲
ミ
§
§
＼
Q
§
§
~

即
~
、
~
.
罵
爲
§
や
 
N
ぐ
0
-
m
.
、
冨
N
月
=
ゆ
m
一
円
(
一
中
宮
,
N
)

を
翻
訳
し
た
も
の
で
、
な
ぜ
か
第
一
巻
第
三
章
の
始

め
で
止
ま
っ
て
い
る
。
原
著
に
載
っ
て
い
る
工
業
実

験
室
を
作
る
に
要
す
る
費
用
を
問
合
わ
せ
た
下
村
へ

の
原
著
者
の
見
積
り
の
返
信
(
一
九
0
二
年
四
月

N
擡
千
拳

;
 
1
倒
予
'

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
著
化
学
工
学
の
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
』
の
劉
訳

草
稿
の
表
紙
(
明
治
三
十
六
年
一
月
起
草
)
下
村
は
日
本

で
最
も
早
く
化
学
工
学
に
着
目
し
た

」

ー
、
;
 
4

130

ノ^



二
十
八
旦
が
第
一
巻
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
は
注

目
さ
れ
る
。
工
場
や
設
備
の
建
造
に
苦
心
し
た
下
村

に
と
っ
て
は
、
こ
の
書
物
は
バ
イ
プ
ル
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
0

蒸
留
や
乾
燥
な
ど
単
位
操
作
の
方
式
を
打
ち
出
し

た
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
を
化
学
工
学
の
草
分
と
す
れ
ぱ
、
リ

ト
ル
(
ン
.
ロ
.
鼻
=
ゆ
、
一
器
,
]
中
器
)
に
よ
っ
て
創
始

さ
れ
た
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
エ
科
大
学
の
化
学
工
学
科

と
、
ル
イ
ス
(
乏
.
ズ
.
戸
Φ
三
m
、
]
伽
伽
N
,
]
中
誤
)
ら
の

化
学
工
学
原
理
」
(
一
九
三
己
は
そ
の
完
成
で
あ

る
。
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
各
↓
方
式
で

あ
り
、
吉
川
玉
吉
(
一
八
九
0
1
一
九
二
五
)
の
『
化

学
機
械
の
理
論
と
実
際
」
(
一
九
二
五
が
最
初
で
あ

る
。
京
都
大
学
に
化
学
機
械
学
講
座
が
で
き
た
の
が

大
正
十
一
年
二
九
二
二
)
、
東
京
工
業
大
学
に
化
学

工
学
科
、
京
都
大
学
に
化
学
機
械
学
科
が
で
き
た
の

が
昭
和
十
五
年
(
一
九
四
0
)
で
あ
る
。
下
村
は
こ

の
点
で
も
先
覚
者
と
い
ぇ
よ
う
。
あ
の
よ
う
な
早
い

時
期
に
「
化
学
工
学
L
 
と
い
う
呼
称
を
よ
く
ぞ
つ
け

た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
最
初
は
舎
密
工
学
と
書

き
、
そ
の
上
に
張
紙
を
し
て
化
学
工
学
と
書
き
直
し

て
ぃ
る
。
大
阪
舎
密
工
業
技
師
長
の
下
村
に
は
舎
密

7

が
な
じ
み
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

技
術
者
で
あ
る
息
子
た
ち
へ
の
教
訓

二
人
の
息
子
、
明
、
(
理
学
士
、
英
国
リ
ー
ズ
大
学
、

勺
プ
・
ロ
.
京
大
助
教
授
後
年
、
大
阪
瓦
斯
取
締
役
)

と
孝
次
全
学
士
)
は
い
ず
れ
も
化
学
技
術
者
と
な

り
、
化
学
工
業
界
で
活
躍
し
た
。
下
村
が
そ
れ
ら
に

与
え
た
教
訓
八
箇
条
は
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
る

.
)
、

長
く
な
る
の
で
、
そ
の
う
ち
の
二
、
一
を
原
文

力の
ま
ま
、
そ
れ
も
省
略
し
つ
っ
次
に
紹
介
す
る
。

「
技
術
者
は
機
械
に
非
ず
、
機
械
を
支
配
す
る
職
な

れ
ば
人
生
を
弁
じ
、
人
問
を
支
配
す
る
能
力
な
か
る

べ
か
ら
ず
し

「
世
に
技
術
家
か
た
ぎ
と
申
す
変
て
こ
り
ん
の
も

の
あ
り
。
他
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
性
質
を
指
す

な
り
。
(
中
略
)
折
々
素
人
が
途
方
も
な
い
こ
と
を
言

い
出
す
こ
と
あ
り
。
か
か
る
言
い
分
に
は
技
術
者
の

参
考
と
し
て
思
考
の
種
と
な
る
も
の
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
」
「
技
師
は
経
済
の
思
想
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
理
想
的

の
技
師
は
技
術
に
加
う
る
に
営
業
の
才
能
あ
る
者
た

る
べ
し
。
こ
れ
な
き
技
術
者
は
一
種
の
高
等
職
工
た

る
に
す
ぎ
ず
し

五
十
代
前
半
の
働
き
盛
り
で
突
如
失
明
し
た
下
村

は
、
暗
黒
の
世
界
で
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
る
ま
ま
に
、

内
面
の
問
題
宗
教
問
題
に
沈
潜
し
た
。
そ
の
腹
想

の
所
産
を
家
人
に
筆
記
さ
せ
て
出
版
し
た
の
が
、
『
霊

魂
不
滅
論
」
(
大
正
十
一
年
)
と
『
我
が
宗
教
観
(
昭

和
六
年
)
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
六
十
一
歳
と
七
十
歳

の
著
作
で
あ
る
。
心
霊
現
象
に
も
深
い
興
味
を
も
ち
、

京
都
大
学
医
学
部
精
神
科
の
今
村
新
吉
教
授
(
一

八

七
四
1
 
一
九
四
六
)
ら
と
自
宅
で
研
究
会
を
開
い
て

い
た
。
そ
の
成
果
は
⑦
へ
§
§
へ
山
ミ
爲
.
§
で
発

W

表
す
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。
晩
年
は
「
老
齢
」
にι

つ
い
て
熱
心
に
研
究
し
た
。

江
戸
時
代
の
知
識
人
が
漢
詩
を
た
し
な
ん
だ
よ
う

に
、
下
村
は
英
詩
を
作
っ
た
。
そ
の
詩
は
志
を
述
べ

た
も
の
で
は
な
く
、
『
我
が
宗
教
観
』
の
巻
末
の
ン

U
『
魯
ヨ
 
0
{
↓
ず
希
ゆ
 
Z
員
三
m
 
の
よ
う
に
、
哲
学
、

科
学
を
へ
て
宗
教
に
い
た
る
著
者
の
人
生
観
、
宗
教

観
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
英
詩
集
~
壽
、
爲
§
~

ト
§
器
に
収
め
ら
れ
た
 
0
=
ミ
て
如
一
ヨ
今
ゆ
誘
の
よ

う
に
視
力
を
失
っ
た
悲
し
さ
を
表
し
た
も
の
も
あ

る
0
晩
年
の
歌
集
『
虫
の
音
(
昭
和
十
五
年
)
に
は
、

宗
教
論
・
心
霊
研
究
・
老
年
研
究
・
英
文
詩
作
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老
境
の
寂
実
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、

ひ
と
り
だ
に
我
を
お
も
は
む
人
し
あ
ら
ぱ
世
に

生
れ
こ
し
か
ひ
は
あ
ら
ま
し

に
は
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
も
の
の
自
負
心
が
伺
わ

れ
る
。
下
村
が
な
し
遂
げ
た
本
邦
初
の
貢
献
の
数
々

は
、
自
立
期
の
日
本
の
染
料
工
業
石
炭
乾
留
工
業

鉄
鋼
業
の
歴
史
の
中
で
永
く
記
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
時
代
へ
の
機
敏
な
対
応
、
合
理
的
な
有
用
性
の

追
求
、
そ
し
て
毅
然
た
る
独
立
心
に
、
英
米
流
の
技

術
者
・
<
止
業
家
の
立
場
を
貫
く
心
意
気
が
み
ら
れ
る
。

注

自
ら
記
し
た
「
下
村
孝
太
郎
履
歴
」
(
大
正
十
四
年
八

月
)
に
ょ
れ
ば
、
「
三
年
に
し
て
卒
業
す
し
と
あ
る
が
、

同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
驫
本
洋
学
校
の
英
文
卒
業
証
杏

と
和
文
卒
業
証
書
に
は
、
明
治
五
年
に
入
学
し
、
九
年

に
卒
業
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

2
 
下
村
孝
太
郎
著
『
我
が
宗
教
観
』
(
訂
正
版
)
北
文
館

昭
和
八
年
、
で
.
N
●

3
 
同
杏
、
で
.
一
ゆ

4
 
下
村
が
起
草
し
た
「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
設
立

の
趣
旨
L
 
は
、
飯
田
一
編
『
科
学
と
技
術
』
日
本
近

代
愚
体
系
十
四
、
岩
波
書
店
(
一
九
八
九
)
に
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。

5
 
前
掲
「
下
村
孝
太
郎
履
歴
」
で
.
W

1

6
 
コ
ー
ク
ス
製
造
原
価
は
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
大
正

三
年
の
問
に
三
分
の
一
に
な
っ
た
。
日
本
鉄
鋼
史
編
集

会
編
『
日
本
鉄
鋼
史
・
明
治
篇
』
(
復
刻
本
)
五
月
淫
房

(
一
九
八
こ
で
.
主

7
 
「
下
村
孝
太
郎
工
業
履
歴
」
(
大
正
十
四
年
八
月
)
で

朝
8
 
下
村
明
「
わ
が
父
を
語
る
L
 
『
コ
ー
ク
ス
.
サ
ー
キ
ユ

ラ
ー
』
第
十
四
巻
、
第
二
号
(
一
九
六
五
)
で
・
血
N

9
 
『
大
阪
瓦
斯
五
十
年
史
』
大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
社
史

編
架
室
(
一
九
五
五
)
で
.
器

飯
田
,
一
「
下
村
孝
太
郎
1
日
本
鉄
鋼
技
術
の

W

恩
人
『
同
志
社
時
報
、
 
Z
O
.
露
(
一
九
七
七
)
で
.
ゞ

前
掲
工
業
履
歴
」
三
師

今
津
健
治
「
下
村
孝
太
郎
と
工
学
博
士
の
学
位
L
『
同

志
社
時
報
 
Z
O
.
爲
(
一
九
七
七
)
で
.
器

『
日
染
廿
年
史
』
日
本
染
料
製
造
株
式
会
社
(
一
九

B
三
六
)
,
で
.
鴎

下
村
明
「
下
村
孝
太
郎
と
染
料
工
業
日
本
科
学
技

N

術
史
大
系
』
二
十
一
(
一
九
六
四
)
で
.
§

『
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
史
』
(
九
八
こ
で
.
]
ご

内
田
俊
一
「
化
学
工
学
の
黎
明
L
『
化
学
と
工
業
」
(
一

九
八
二
)
で
.
一
器

神
保
元
二
「
ぺ
リ
ー
の
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
に
い
た
る
道

リ

1
化
学
工
学
の
形
成
史
ノ
ー
ト
L
『
化
学
工
学
」
(
一

九
七
八
)
も
、
日
本
で
最
も
早
く
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
化
学

工
学
に
注
目
し
た
下
村
に
言
及
し
て
い
る
。

『
中
外
新
聞
、
大
正
十
二
年
三
月
十
八
日
の
記
事

に
ょ
る
(
な
お
関
心
の
あ
る
方
は
拙
薯
「
下
村
孝
太
郎
先
生
」

『
同
志
社
時
報
』
 
Z
O
.
認
(
九
七
五
)
一
「
下
村
孝
太
郎

の
技
術
と
思
想
」
『
同
志
社
時
報
』
Z
O
.
語
(
一
九
七
七
)

を
も
参
照
さ
れ
た
い
J
本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
同
志
社

社
史
資
料
室
同
志
社
大
学
図
霄
館
関
西
大
学
図
書

館
の
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
深
謝
す
る
。

(
大
学
工
学
部
元
教
授
)

12 1116 15

132

18




